


















































































































































































































































































































































































































































































XVⅢ , . :












































































































(22) 1649 の全文は http://www.hist.msu.ru/ER/Etext/
1649.htm参照。
(23) ?国法法典序説」 (
）の全文は、 . . :


















































































文集中、1860年代以降に属する作品であるが、 . . :
(1863), (1882-83), .









































































(26) . . .10- . .,1912,
.51-52.


































































(30) . . . .II , .,1876, .
15.パッハマンによれば、スペランスキーは所有権の規定に限定せず、コード・シ
































有し、使用し、放棄する権利 das Recht,die Sache zu besitzen,zu gebrauchen,



































































































































(36) u . . . . : .
.- .,1925, .98.







































































すなわち政治共同体」po?lis kaı?he politike?he koinonı?a
 




































































































































「法的擬制」としてみようとする政治理論の意味について、d’Entre?ves, A. P. The
 

























































































(45) . . .I, .26.
































































































































和政ローマの国家 res publicaとは本来「法についての合意 iuris consen-
susと利益の共有」によって結合された民衆の集合なのであった。これら



























































. . ., .,1996.参照。


































































































方もあったことは、このさい留意されてよいであろう（同前97頁、 . ., .
233-234）。なお、ロトマンの作品が秘めている文化批判、とりわけロシアの法文化
の理解への可能性を示すものとして、桑野隆『バフチンと全体主義―20世紀ロシア
の文化と権力』（東京大学出版会、2003年）第10章「ロートマン的テキスト論の可
能性」参照。
ロシアの法学と「市民社会」概念（大江) 73
がて、このルソーの予言を越え出ていくであろう。
?古い唯物論の立場は『市民社会』であったが、新しい唯物論の立場は
人間的社会、あるいは社会的人間である」（「フォイエルバッハ・テーゼ」
10）。われわれは本稿でマルクスの遺産にはしたがわず、古い唯物論の立
場に徹してきた。パシュカーニス理論の今日における再読は、?パシュカ
ーニス以前>、「法の一般理論」そして「マルクス主義」以前がいまなおわ
れわれにとっては重要な課題であることを教えているように思われる。
＊追記：本稿に収録できなかった本稿初期原稿の第Ⅲ章（本稿注（16）中に示
した目次のうち斜体で表記した部分）は、独立の別稿「ロシア法史と
『市民社会』の概念」として、静岡大学法科大学院紀要である『静岡
法務雑誌』の第４号（2012年２月刊）に掲載される予定である。
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